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第３回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第２問 問４（２） 「11」

正解率 ２８.４％
SS70～75 ４５.９％
SS65～70 ３５.９％
SS60～65 ３０.３％
SS55～60 ２７.６％

第２問 問４（２） 「11」日本史B

年表と史料を関連づけて考察する問題で、各学力層で差がついた

202２年度第３回ベネッセ・駿台大
学入学共通テスト模試
「日本史B」
受験者数： ８４，６３５人
平均点： ４７．９点
標準偏差： １７．８

【出典】 問題・集計結果データともに、202２年度「第３回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。



1

© Learn-S

第３回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第２問の問４（２）は、９世紀の対外関係に関する質問について、年表や史料な
どを参考に解答するという設定の問題で、各学力層で差がつきました。

史料の筆者の考えを史料から読み取るとともに、日本国内の状況と関連づけて
考察する力が求められました。

本問では、史料の読解と知識が求められますが、延喜格式の編纂時期が理解
できているかで差がついたと考えられます。

史料を読解する力に加えて、教科書で学習した知識を確実に習得しておくこと
が求められます。これからの１か月では、表やグラフなどさまざまな資料を用いた
問題演習を重ねるとともに、問題演習を通して知識事項を確実に習得すること
が大切です。幹となる流れを習得した後に、関連事項を結びつけていく学習が
効果的です。

共通テストでは、さまざまな資料から情報を抽出し考察する出題が予想されま
す。限られた時間のなかで情報を整理し、確かな知識をもとに解答する練習を
重ねることも大切と思われます。

結 果 分 析

指導の ご提案

日本史B

年表と史料を関連づけて考察する問題で、各学力層で差がついた

第２問 問４（２） 「11」


